
﹁
浅
草
紅
団
﹂
太
田
三
郎
の
挿
絵

鈴

木

裕

人

一

川
端
康
成
の
﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
あ
る
講
演
会
で
耳
に
し
た
か
ら
だ
。
す
ぐ
に
中
公
文
庫
を
手
に
入
れ
た
が
、
読
み
進

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
作
中
に
入
り
乱
れ
る
人
々
や
乱
雑
な
風
景
風
俗
に
混
乱
し
、
筋
を
追
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日

本
近
代
文
学
館
の
復
刻
版
︵
先
進
社
版
︶
を
見
付
け
て
読
み
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
再
読
で
あ
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
た
が
、
太
田
三
郎
の
挿

絵
に
魅
力
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

二

中
公
文
庫
版
﹃
浅
草
紅
団
﹄
の
解
説
者
は
磯
田
光
一
で
あ
る
。
磯
田
は
﹁
解
説(１

)

﹂
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

こ
の
小
説
は
、
構
成
の
う
え
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
一
つ
の
流
れ
は
作
中
の
﹁
私
﹂
と
弓
子
と
を
通
じ
て
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あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
、
弓
子
は
ま
ず
﹁
私
﹂
の
案
内
者
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
浅
草
に
い
く
ぶ
ん
甘
美
な
夢
を
い
だ
い
て
い
る
﹁
私
﹂

は
、
弓
子
の
弟
を
通
じ
て
浅
草
の
リ
ア
ル
な
半
面
を
見
せ
ら
れ
る
。

﹁
浅
草
紅
団
﹂
冒
頭
へ
の
言
及
で
あ
る
。
弓
子
は
﹁
一
﹂
で
﹁
仲
見
世
で
チ
ヤ
ア
ル
ス
ト
ン
を
踊
り
な
が
ら
、
ゴ
ム
ま
り
を
売
つ
て
い
る
﹂
少

女
と
し
て
登
場
す
る
。
次
に
﹁
二
﹂
で
は
﹁
断
髪
の
美
し
い
娘
が
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
ゐ
た
﹂
と
さ
れ
、﹁
三
﹂
で
は
﹁
赤
い
洋
装
の
娘
﹂
と
し
て
、

姿
を
変
え
て
登
場
す
る
。
磯
田
が
﹁
弓
子
の
弟
﹂
と
し
て
書
く
人
物
は
、﹁
四
﹂
の
﹁
ピ
ア
ノ
娘
と
双
児
と
し
か
思
へ
な
い
若
者
は
、
し
か
し
彼

女
よ
り
二
つ
三
つ
下
の
十
六
く
ら
ゐ
に
見
え
る
﹂
を
指
す
。
磯
田
の
指
摘
で
興
味
深
い
の
は
、﹁
四
﹂
の
人
物
を
、﹁
弓
子
の
弟
﹂
と
み
な
し
た

点
で
あ
る
。
作
品
を
読
み
進
め
る
と
、﹁
三
﹂
と
﹁
四
﹂
の
男
女
が
同
一
人
物
︵
弓
子
︶
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る(２

)

か
ら
だ
。
男
装
の
弓
子
は

明あ
き

公こ
う

と
呼
ば
れ
る
。
磯
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
複
雑
な
構
成
を
持
つ
。
語
り
手
﹁
私
﹂
が
筋
ら
し
い
筋
を
語
ら
な
い
た
め
に

登
場
人
物
が
﹁
案
内
者
﹂︵
磯
田
︶
と
な
る
。
そ
の
う
え
﹁
案
内
者
﹂
も
つ
か
み
難
い
。
冒
頭
に
置
か
れ
た
弓
子
の
変
装
・
変
身
は
、
読
者
を
惑

わ
す
要
因
と
な
る
。

弓
子
の
変
身
に
注
目
し
た
前
田
愛
が
、﹁
劇
場
と
し
て
の
浅
草(３

)

﹂
で
、
先
の
磯
田
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
引
用
に
続
け
て
﹁
あ
の
明
敏
な

磯
田
光
一
が
う
っ
か
り
筆
を
辷
ら
せ
﹂
る
ほ
ど
、﹁
明
公
と
弓
子
の
入
れ
替
わ
り
は
結
構
や
や
こ
し
い
﹂
と
述
べ
る
。
後
に
は
、
前
田
の
初
読
の

感
想
が
あ
る
の
で
引
用
す
る
。

私
が
河
出
書
房
の
市
民
文
庫
版
で
は
じ
め
て
﹃
浅
草
紅
団
﹄
を
読
ん
だ
の
は
、
大
学
に
入
り
立
て
の
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
玩
具
箱
を
引
っ
く

り
か
え
し
た
よ
う
な
と
り
と
め
の
な
い
印
象
に
閉
口
し
て
最
後
ま
で
読
み
通
せ
な
か
っ
た
お
ぼ
え
が
あ
る
。

﹁
読
み
通
せ
な
か
っ
た
﹂
と
書
く
前
田
に
は
、﹁
と
り
と
め
の
な
い
印
象
﹂
の
中
心
に
あ
る
、
弓
子
の
変
身
の
重
要
性
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
。
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ゆ
え
に
前
田
は
引
用
部
を
起
点
と
し
て
、﹁
か
い
撫
で
の
読
者
を
は
じ
き
だ
し
て
し
ま
う
こ
う
し
た
語
り
の
惑
わ
し
が
、
じ
つ
は
変
身
の
モ
チ
ー

フ
を
引
き
た
て
る
仕
掛
け
で
あ
る
﹂
と
論
を
展
開
し
て
ゆ
く
の
だ
。
川
端
自
身
が
﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
、﹁
さ
う
通
俗
受
け
を
求
め
な(４

)

﹂
く
と
も
よ

い
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
お
り
、
前
田
が
挫
折
し
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
は

発
表
当
時
多
く
の
読
者
を
得
た(５

)

。
前
田
と
当
時
の
読
者
と
の
間
に
あ
る
二
〇
年
ほ
ど
の
時
間
的
・
文
化
的
な
隔
た
り
は
、
読
解
へ
影
響
す
る
に

違
い
な
い
。
た
だ
し
、
前
田
が
﹃
浅
草
紅
団
﹄
を
読
み
難
く
感
じ
た
原
因
は
、
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
。

三

﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
に
、
昭
和
四
︵
一
九
二
九
︶
年
一
二
月
一
二
日
～
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
二
月
一
六
日
ま
で
断
続
的

に
連
載
さ
れ
た(６

)

。
三
七
回
す
べ
て
に
、
太
田
三
郎
に
よ
る
カ
ッ
ト(７

)

と
挿
絵
が
付
さ
れ
て
い
る
。

浅
草
に
越
し
て
き
た
作
家
の
﹁
私
﹂
は
、
あ
る
少
女
に
目
を
つ
け
て
い
る
。
様
々
に
姿
を
変
え
、
浅
草
中
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
だ
。
少
女
は

弓
子
と
い
い
、
浅
草
に
劇
場
を
開
く
こ
と
が
目
標
の
﹁
紅
団
﹂
団
長
で
あ
っ
た
。
ま
た
弓
子
に
は
、
姉
を
狂
わ
せ
た
男
︵
赤
木
︶
に
復
讐
す
る

目
的
も
あ
っ
た
。﹁
私
﹂
は
次
第
に
紅
団
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
日
﹁
私
﹂
が
、
紅
団
団
員
の
春
子
と
地
下
鉄
タ
ワ
ー
に
登
る
と
、
隅

田
川
の
小
舟
か
ら
、
服
を
血
に
染
め
た
弓
子
が
降
ろ
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
見
え
た
。

﹁
一
﹂
か
ら
﹁
三
十
七
﹂
の
あ
ら
ま
し
は
以
上
の
よ
う
だ
が
、
後
日
続
編
と
さ
れ
る
﹁
浅
草
赤
帯
会
﹂
が
﹃
新
潮
﹄
昭
和
五
年
九
月
号
に
、﹁
浅

草
紅
団
﹂
が
﹃
改
造
﹄
昭
和
五
年
九
月
号
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。
同
年
一
二
月
に
は
、
﹁
浅
草
紅
団
﹂
︵
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄︶
、﹁
浅
草
赤
帯

会
﹂、﹁
浅
草
紅
団
﹂︵﹃
改
造
﹄︶
を
合
わ
せ
﹁
浅
草
紅
団
﹂
と
し
、
表
題
作
に
五
篇
を
加
え
た
単
行
本
﹃
浅
草
紅
団
﹄
が
先
進
社
か
ら
出
版
さ
れ

る
。
以
来
﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
、
先
進
社
の
﹃
浅
草
紅
団
﹄
が
底
本
と
さ
れ
る
。
先
進
社
版
発
行
に
際
し
、
川
端
自
身
が
校
正
を
行
っ
た(８

)

。
こ
の

際
書
き
換
え
ら
れ
た
表
現
か
ら
は
、
川
端
が
発
表
媒
体
で
あ
る
新
聞
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る(

９
)

。
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先
進
社
の
単
行
本
化
に
際
し
施
さ
れ
た
変
更
は
文
章
面
の
み
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
﹁
東
京
朝
日
新
聞
﹂
に
三
七
葉
あ
っ
た
挿
絵
は
、
太
田
三

郎
が
描
き
直
し
て
五
葉
と
な
っ
た
。
紅
野
敏
郎
は
﹁
逍
遙
・
文
学
誌
︵
１
︶
川
端
康
成
﹃
浅
草
紅
団
﹄
と
太
田
三
郎
の
挿
絵(

)

﹂
で
、
先
進
社
版
の

10

挿
絵
﹁
五
点
の
み
で
太
田
三
郎
の
挿
絵
の
特
色
、
ひ
い
て
は
作
品
内
部
の
特
色
が
十
分
に
浮
び
あ
が
っ
て
来
る
と
は
や
は
り
言
い
難
い
﹂
と
、

新
聞
連
載
時
の
太
田
の
挿
絵
に
、
作
品
の
特
色
に
関
わ
る
価
値
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︵
﹁
特
色
﹂
と
は
、﹁
浅
草
と
い
う
盛
り
場
で
暮

ら
し
て
い
る
個
々
の
人
物
の
多
様
な
姿
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
そ
れ
が
時
代
の
風
俗
た
り
得
て
い
る
点
﹂
で
あ
る
︶。
ゆ
え
に
紅
野
は
、
挿
絵
を

掲
載
し
な
い
川
端
没
後
の
新
潮
社
版
全
集
に
対
し
て
は
批
判
的
立
場
を
と
る
。

こ
の
巻
︵﹃
第
四
巻
﹄
昭
和
五
六
︵
一
九
八
一
︶
年
九
月

引
用
者
︶
の
軸
は
﹁
浅
草
紅
団
﹂
を
中
心
と
す
る
川
端
の
浅
草
も
の
で
あ
る
故
、

太
田
三
郎
の
挿
絵
皆
無
と
い
う
よ
う
な
編
集
で
は
た
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
点
で
も
挿
入
し
た
先
進
社
の
単
行
本
、
そ
れ
に
は
目

次
の
末
尾
に
、
吉
田
謙
吉
の
装
幀
、
太
田
三
郎
の
挿
絵
と
い
う
こ
と
も
並
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
処
理
を
私
は
評
価
し
た
い
。

全
集
に
さ
え
収
録
さ
れ
な
い
挿
絵
を
、
文
庫
本
で
見
る
こ
と
は
な
お
難
し
い
。
中
公
文
庫
︵
昭
和
五
六
︵
一
九
八
一
︶
年
一
二
月
︶、
河
出
書

房
市
民
文
庫
︵
昭
和
二
六
︵
一
九
五
一
︶
年
一
月
︶
に
は
未
収
録
。
最
も
新
し
い
講
談
社
文
芸
文
庫
﹃
浅
草
紅
団

浅
草
祭
﹄︵
平
成
八
︵
一
九

九
六
︶
年
一
二
月
︶
で
あ
っ
て
も
事
情
は
同
じ
だ
。
今
日
の
読
者
の
多
く
は
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
を
文
章
だ
け
で
受
け
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
当
然

﹁
作
品
内
部
の
特
色
が
十
分
に
浮
び
あ
が
っ
て
来
る
﹂︵
紅
野
︶
こ
と
は
な
い
。
市
民
文
庫
を
手
に
取
っ
た
学
生
の
前
田
愛
は
、
﹃
東
京
朝
日
新

聞
﹄
版
と
は
異
な
る
テ
ク
ス
ト
に
触
れ
た
の
で
あ
る
。

紅
野
に
は
﹁
作
品
の
特
色
に
関
わ
る
﹂
と
評
さ
れ
る
挿
絵
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
挿
絵
に
対
す
る
川
端
の
言
及(

)

は
11

な
い
。
挿
絵
へ
の
意
識
を
微
か
に
う
か
が
わ
せ
る
文
章
と
し
て
、
四
年
後
に
書
か
れ
た
続
編
﹁
浅
草
祭(

)

﹂
の
﹁
序
﹂
を
引
く
。
次
の
よ
う
に
書
き

12

出
さ
れ
る
。
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﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
前
編
︵﹁
浅
草
祭
﹂
を
後
編
と
し
て

引
用
者
︶
は
、
次
の
四
種
の
単
行
本
が
あ
る
。
﹁
浅
草
紅
団
﹂︵
先
進
社
発
行
︶、

﹁
新
興
芸
術
派
文
学
集
﹂︵
改
造
社
﹁
現
代
日
本
文
学
全
集
﹂︶、﹁
浅
草
紅
団
﹂︵
春
陽
堂
﹁
日
本
小
説
文
庫
﹂︶、
﹁
浅
草
紅
団
﹂
︵﹁
改
造
文

庫
﹂︶。
︱
︱
春
陽
堂
発
行
﹁
モ
ダ
ン
東
京

マ

マ

円
舞
曲
﹂
中
の
﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
、
抜
き
書
き
で
あ
つ
て
、
全
体
の
三
分
の
一
に
も
足
り
ぬ(

)

。
13

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
﹃
モ
ダ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
円
舞
曲

ロ

ン

ド

﹄
は
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
五
月
の
出
版
で
、﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
連
載
終
了
後
に
初
め
て

刊
行
さ
れ
た
単
行
本
で
あ
っ
た
。
川
端
が
問
題
と
す
る
の
は
﹁
抜
き
書
き
﹂
で
あ
る
こ
と
だ
。
収
録
さ
れ
た
﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
、
新
聞
連
載
﹁
一
﹂

か
ら
﹁
二
十
六
﹂
ま
で
を
抜
粋(

)

し
た
も
の
で
あ
り
、﹁
浅
草
赤
帯
会
﹂﹁
浅
草
紅
団
﹂︵
﹃
改
造
﹄︶
が
未
発
表
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
不
完

14

全
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
ゆ
え
に
本
文
の
量
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
、
姉
の
仇
で
あ
る
赤
木
へ
、
弓
子
が
復
讐
す
る
部
分
を
抜

き
出
し
た
の
だ
。
収
録
さ
れ
た
一
二
作
品
中
最
初
に
据
え
ら
れ
た
﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
、
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
。﹁
抜
き
書

き
﹂
と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
通
り
、
川
端
は
﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
お
い
て
文
章
表
現
を
重
視
し
、
﹃
モ
ダ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
円
舞
曲
﹄
を
除
け
た
。

し
か
し
、
紅
野
の
観
点
に
従
う
な
ら
ば
、﹃
モ
ダ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
円
舞
曲
﹄
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
テ
ク
ス
ト
だ
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
が
、

一
九
葉
収
録(

)

さ
れ
て
い
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
新
聞
の
挿
絵
を
掲
載
し
た
単
行
本
は
﹃
モ
ダ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
円
舞
曲
﹄
を
除
い
て
な
い
。
特

15

異
な
単
行
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川
端
が
挿
絵
に
触
れ
な
い
の
は
、
挿
絵
へ
の
関
心
が
文
章
に
劣
る(

)

こ
と
を
示
す
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

16

挿
絵
を
描
い
た
太
田
三
郎
は
、
明
治
一
七
︵
一
八
八
四
︶
年
愛
知
県
に
生
れ
、
黒
田
清
輝
に
師
事
し
、
白
馬
会
に
関
わ
る
一
方
、
寺
崎
広
業

に
日
本
画
を
学
ん
だ
。
大
正
期
に
西
洋
画
家
と
し
て
認
知
さ
れ
始
め
る
。
洋
行
を
経
て
、
絵
ハ
ガ
キ
、
挿
絵
な
ど
も
描
く
。
昭
和
八
︵
一
九
三

三
︶
年
に
は
帝
展
審
査
員
に
命
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
評
価
を
得
て
い
た
。
昭
和
六
年
に
は
平
凡
社
か
ら
﹃
世
界
裸
体
美
術
全
集
﹄
全
六
巻
を
上
梓

し
て
い
る
。
そ
の
他
に
文
学
・
美
術
・
民
俗
学
等
の
著
作
が
あ
る
。
戦
後
は
愛
知
県
美
術
館
初
代
館
長
に
任
じ
ら
れ
、
南
山
大
学
の
教
授
を
務

め
た
。
昭
和
四
四
︵
一
九
六
九
︶
年
没(

)

。
現
在
の
調
査
で
は
、
太
田
が
川
端
作
品
の
挿
絵
を
描
い
た
の
は
、﹃
婦
女
界
﹄︵
大
正
一
三
︵
一
九
二
四
︶

17

年
九
月
～
大
正
一
四
年
三
月
︶
に
連
載
さ
れ
た
﹁
挿
絵
小
説

咲
竸
ふ
花
﹂
が
初
め
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
挿
絵
創
作
に
つ
い
て
、
太
田
は
﹁
雑
誌
の
表
紙
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と
モ
デ
ル(

)

﹂
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

18

雑
誌
の
表
紙
絵
と
か
挿
絵
と
か
は
、
遠
慮
の
な
い
と
こ
ろ
実
は
、
し
こ
た
ま
金
に
な
る
か
ら
描
い
て
る
や
う
な
も
の
で
、
仕
事
と
し
て
は

あ
ん
ま
り
面
白
い
も
の
ぢ
や
な
い
よ
。
そ
れ
に
ど
こ
の
雑
誌
社
で
も
註
文
が
可
な
り
面
倒
で
ね
、
僕
は
い
つ
も
自
分
の
思
ふ
や
う
に
自
由

に
描
か
し
て
呉
れ
、
そ
れ
か
と
云
つ
て
雑
誌
の
内
容
に
ま
ん
ざ
ら
添
は
な
い
も
の
は
描
か
な
い
か
ら
、
先
づ
む
つ
か
し
い
註
文
は
し
て
呉

れ
る
な
、
そ
れ
で
な
く
ち
や
お
断
り
だ
、
と
云
つ
て
ま
す
。

太
田
の
挿
絵
は
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
、﹃
婦
女
界
﹄
な
ど
の
婦
人
雑
誌
や
、
丸
善
に
合
併
さ
れ
る
中
西
屋
の
児
童
書
に
描
か
れ
た
西

洋
画
タ
ッ
チ(

)

の
挿
絵
。
一
つ
は
、
太
田
三
郎
﹃
鍾
情
夜
話
﹄︵
富
田
文
陽
堂
、
大
正
七
︵
一
九
一
八
︶
年
六
月
︶
や
矢
田
挿
雲
﹃
太
閤
記
﹄︵
寶
文

19

館
、﹁
第
一
篇
﹂
大
正
一
五
︵
一
九
二
六
︶
年
一
二
月
～
﹁
第
十
四
篇
﹂
昭
和
八
︵
一
九
三
三
︶
年
一
二
月
︶
に
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
風
の
挿
絵

で
あ
る
。
先
の
引
用
中
﹁
あ
ん
ま
り
面
白
い
も
の
ぢ
や
な
い
﹂
は
、
主
に
婦
人
雑
誌
の
表
紙
絵
や
挿
絵
に
対
す
る
心
情
で
あ
る
。
﹁
雑
誌
の
表
紙

と
モ
デ
ル
﹂
は
﹁
ど
う
も
僕
に
は
雑
誌
の
絵
は
⋮
⋮
近
頃
い
く
ら
か
気
に
入
つ
た
の
は
寶
文
館
新
刊
の
矢
田
挿
雲
君
著
︵
太
閤
記
︶
の
絵
で
せ

う
。
こ
ん
な
の
を
描
い
て
ゐ
る
と
僕
は
面
白
い
﹂
と
閉
じ
ら
れ
る
。
太
田
に
は
、﹁
和
や
か
な
気
品
と
、
香
り
高
い
独
自
の
芸
術
味(

)

﹂
が
求
め
ら

20

れ
る
婦
人
雑
誌
は
窮
屈
で
あ
っ
た
の
だ
。﹁
挿
絵
小
説

咲
竸
ふ
花
﹂
は
西
洋
画
タ
ッ
チ
で
あ
っ
た
が
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
挿
絵
は
、
﹃
太
閤
記
﹄
と
同
じ

く
、
ス
ケ
ッ
チ
風
の
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
。﹁
挿
絵
小
説

咲
竸
ふ
花
﹂
の
画
風
に
注
文
を
出
し
た
の
は
、
川
端
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
他
の

注
文
は
不
明
だ
が
、
太
田
は
﹁
面
白
﹂
味
を
感
じ
な
が
ら
描
い
た
は
ず
だ
。
ス
ケ
ッ
チ
風
に
描
か
れ
た
挿
絵
は
、
当
時
の
浅
草
風
俗
を
描
き
出

し
た
。
ま
た
磯
田
や
前
田
の
読
み
を
翻
弄
し
た
、
弓
子
の
変
身
を
的
確
に
捉
え
て
も
い
た
。
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四

﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
に
描
か
れ
た
﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
挿
絵
は
、
太
田
の
﹁
人
物
ス
ケ
ツ
チ
に
於
け
る
省
略
簡
化(

)

﹂
を
体
現
し
て
い
る
。

21

あ
ま
り
細
か
い
部
分
は
描
く
必
要
が
な
い
。
例
へ
ば
手
足
を
写
す
に
し
て
も
、
其
指
は
一
本
一
本
に
之
を
描
か
ず
と
も
、
大
体
の
感
じ
さ

へ
出
て
居
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
顔
を
写
す
の
で
も
、場
合
に
依
つ
て
は
目
鼻
を
付
け
な
く
と
も
差
支
へ
無
い
。
仮
令
そ
れ
等
は
省
い
て
も
、

大
体
の
凸
凹
や
外
廓
線
が
確
実
な
観
察
の
結
果
で
あ
れ
ば
、
優
に
其
趣
き
を
伝
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
殊
に
あ
る
距
離
を
有
す
る
人
間
を

描
く
場
合
に
は
、
却
て
之
を
省
く
の
が
当
然
で
、

﹁
十
﹂、﹁
十
一
﹂、﹁
十
二
﹂
な
ど
に
描
か
れ
た
人
物
の
、
目
鼻
の
省
略
、
手
の
描
き
方
に
は
、﹁
省
略
簡
化
﹂
の
方
法
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
三
七
葉
の
挿
絵
を
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
つ
に
類
別
す
る
︵
網
か
け
は
Ａ
と
重
複
す
る
も
の
︶
。
Ａ
、
描
写
を
忠
実
に
絵
画
化
し
た
挿
絵

︵
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
、
十
五
、
十
六
、
十
八
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
、

二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
七
、
二
十
九
、
三
十
、
三
十
一
、
三
十
二
、
三
十
三
、
三
十
五
、
三
十
六
、
三
十
七
︶。
Ｂ
、
省
筆
を
補
う
挿
絵
︵
七
、

十
四
、
二
十
八(

)

︶。
Ｃ
、
異
時
同
図
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
非
写
実
的
な
要
素
を
含
む
挿
絵
︵
一
、
九
、
十
三
、
十
七
、
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、

22

二
十
五
、
三
十
一
、
三
十
四
、
三
十
七(

)

︶
で
あ
る
。

23

本
文
の
描
写
に
寄
り
添
う
挿
絵
で
あ
る
Ａ
は
、
Ｂ
・
Ｃ
に
比
べ
、
一
見
太
田
の
作
意
が
目
立
た
な
い
。
し
か
し
、
描
く
場
面
・
対
象
・
構
図

等
に
は
太
田
の
作
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
に
Ａ
を
検
証
す
る
。
ま
ず
は
背
景
に
描
か
れ
る
浅
草
の
建
物
や
風
景
を
見
て
お
こ

う
。
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紅
野
敏
郎
が
浅
草
の
風
俗
を
描
い
た
点
に
特
色
を
見
出
し
た
よ
う
に
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
を
書
く
川
端
に
は
、
浅
草
と
い
う
都
市
そ
の
も
の
を
描

く
意
図
が
あ
っ
た
。
文
章
は
人
々
の
様
子
、
町
並
や
風
景
を
描
き
出
す
。
挿
絵
も
ま
た
積
極
的
に
風
景
を
描
き
込
む
。
例
え
ば
、
﹁
浅
草
紅
団
﹂

と
同
様
に
ス
ケ
ッ
チ
風
の
﹃
太
閤
記
﹄
の
挿
絵
は
、
人
物
の
背
景
が
白
抜
き
で
あ
る
場
合
が
多
い(

)

。
戦
国
時
代
を
表
現
す
る
の
は
人
物
の
服
装

24

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
﹁
浅
草
紅
団
﹂
で
は
、
テ
ー
マ
に
即
し
て
浅
草
の
建
物
を
描
き
込
ん
だ
挿
絵
が
一
六
葉
あ
り
、
読
者
に
は
、
浅
草
の

雑
多
な
町
並
が
印
象
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
浅
草
の
描
写
が
﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
特
色
だ
と
は
い
い
き
れ
な
い
。﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
連
載
終
了
後
間
も
な
い
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶

年
三
月
二
一
日
～
二
五
日
に
か
け
て
、﹃
大
阪
朝
日
新
聞
﹄
朝
刊
第
一
面
へ
連
載
さ
れ
た
﹁
新興

東
京
名
所
﹂
は
、
作
者
川
端
康
成
と
、﹁
挿
絵
並
び

に
カ
ツ
ト(

)

﹂
担
当
太
田
三
郎
の
コ
ン
ビ
に
よ
っ
て
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
。
関
西
に
住
む
新
聞
読
者
に
、
関
東
大
震
災
か
ら
復
興
し
た
東
京
の

25

現
状
を
伝
え
る
全
五
回
の
記
事
は
、﹁
多
く
の
人
々
を
浅
草
に
誘
つ
た(

)

﹂
と
い
う
﹁
浅
草
紅
団
﹂
と
同
様
に
、
都
市
を
描
い
た
も
の
だ
。
一
回
目

26

は
﹁
浅
草
﹂。
震
災
で
倒
壊
し
た
陵
雲
閣
に
代
る
浅
草
の
新
名
所
と
し
て
、﹁
地
下
鉄
ビ
ル
﹂
が
紹
介
さ
れ
る
。
﹁
浅
草
唯
一
の
展
望
台
だ
。
高
さ

四
十
㍍
、
エ
レ
ヴ
エ
タ
ア
の
あ
る
建
物
も
、
浅
草
に
は
こ
れ
一
つ
だ
。
大
阪
の
郊
外
電
車
の
駅
に
よ

く
あ
る
や
う
に
、
こ
ゝ
も
五
階
ま
で
が
、
地
下
鉄
直
営
の
食
堂
だ
﹂
と
あ
る
。
挿
絵
は
、
隅
田
川
に

架
か
る
橋
か
ら
望
む
地
下
鉄
ビ
ル
を
描
く
。
地
下
鉄
ビ
ル
は
、
新
聞
連
載
﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
最
後
の

舞
台
︵﹁
二
十
八
﹂
～
﹁
三
十
七
﹂︶
で
も
あ
っ
た
。﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
舞
台
に
は
、
浅
草
の
新
名
所
と

し
て
数
え
ら
れ
る
場
所
が
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
回
目
は
﹁
隅
田
公
園
と
震
災
記
念

塔
﹂。﹁
隅
田
公
園
春
光
図
﹂
と
添
え
ら
れ
た
挿
絵(

Ⅰ
)

に
は
、
隅
田
公
園
に
集
う
人
々
、
遊
歩
道
が
描
か

れ
、
後
方
に
は
言
問
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。
遊
歩
道
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
を
引
用
す
る
。

﹁
ロ
オ
ラ
ア
・
ス
ケ
ー
ト
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
﹂
と
、
公
園
課
の
掲
示
が
出
て
ゐ
る
。
小
僧
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が
自
転
車
競
走
を
し
て
ゐ
る
。
公
園
工
事
の
ト
ラ
ツ
ク
が
子
供
を
一
ぱ
い
載
せ
て
走
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
遊
歩
場
に
来
る

と
、
全
く
誰
も
が
駈
け
出
し
た
く
な
る
。

隅
田
公
園
の
遊
歩
道
も
、
や
は
り
﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
登
場
す
る
。﹁
四
﹂
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。

ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
散
歩
道
だ
。
昭
和
の
向
島
堤
だ
。

﹁
よ
う
い
。﹂
と
、
明
る
く
若
い
妻
が
夫
と
並
ん
で
立
ち
な
が
ら
、
た
れ
も
走
つ
て
み
た
く
な
る
も
の
と
み
え
て

﹁
ど
ん
。﹂
と
フ
エ
ル
ト
ざ
う
り
の
片
足
を
踏
ん
で
、
夫
と
駆
け
出
し
た
。︵
中
略
︶

︵
明
公
が

引
用
者
︶
あ
の
ジ
ヤ
ズ
笛
を
、
ぴ
ゆ
つ
と
強
く
吹
い
て
、
そ
れ
を
合
図
に
自
転
車
競
争
だ
。

挿
絵(Ⅱ

)

は
、
中
央
に
﹁
ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
散
歩
道
﹂
で
自
転
車
に
乗
る
明
公
、
遠
景
に
五
重
塔
。
次

の
﹁
五
﹂
の
挿
絵(Ⅳ

)

は
、
言
問
橋
の
上
の
明
公
で
あ
る
。
欄
干
・
街
灯
に
よ
っ
て
言
問
橋
だ
と
判
断
で

き
る
。﹁
全
く
誰
も
が
駈
け
出
し
た
く
な
る
﹂
と
﹁
た
れ
も
走
つ
て
み
た
く
な
る
も
の
と
み
え
﹂
か
ら

わ
か
る
通
り
、
新
名
所
と
し
て
選
ば
れ
る
舞
台
は
、
同
一
の
文
章
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
語
り
手
の
﹁
私
﹂︵
川
端
を
思
わ
せ
る
作
家
︶
は
、﹁
新興

東
京
名
所
﹂
の
語
り
手
﹁
私
﹂

︵
川
端
と
読
ん
で
よ
い
︶
と
同
じ
く
浅
草
を
眺
め
る
立
場
に
あ
る(

)

。
つ
ま
り
、
同
じ
場
所
が
、
同
じ

27

立
ち
位
置
の
語
り
手
に
よ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
二
つ
の
文
章
に
は
決

定
的
な
違
い
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
作
中
人
物
明
公
の
登
場
で
あ
る
。
挿
絵
で
は
違

い
が
歴
然
と
す
る
。﹁
新興

東
京
名
所
﹂
の
挿
絵
Ⅰ
が
多
く
の
人
々
を
描
い
た
の
に
対
し
て
、﹁
浅
草
紅
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団
﹂
の
挿
絵
Ⅱ
は
、
自
転
車
で
登
場
し
た
明
公
へ
焦
点
を
絞
る
。﹁
四
﹂
や
﹁
五
﹂
の
挿
し
絵
で
は
、
明
公
は
隅
田
公
園
内
の
人
々
の
一
人
と
し

て
登
場
し
、
主
題
化
さ
れ
た
。
試
し
に
Ⅰ
の
挿
絵
の
隅
田
公
園
・
遊
歩
道
に
集
う
人
々
か
ら
一
人
を
主
題
化
し
て
み
れ
ば
、
浅
草
や
隅
田
公
園

は
背
景
に
追
い
や
ら
れ
、﹁
四
﹂
や
﹁
五
﹂
と
同
様
の
挿
絵
が
で
き
あ
が
る
は
ず
だ
。

﹁
浅
草
紅
団
﹂
と
﹁
新興

東
京
名
所
﹂
は
、
同
じ
浅
草
を
取
り
出
し
て
い
る
点
で
、
文
章
・
挿
絵
に
共
通
性
が
あ
る
。﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
特
色
は
、

作
中
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
筋
が
生
じ
る
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

五

挿
絵
に
描
か
れ
る
人
物
の
検
証
に
移
る
。

前
田
愛
と
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
読
者
と
の
間
に
生
じ
た
テ
ク
ス
ト
受
容
の
違
い
は
、
太
田
三
郎
に
よ
る
挿
絵
の
有
無
に
あ
っ
た
。
挿
絵
に
つ

い
て
は
二
つ
の
指
摘
が
あ
る
。
網
野
義
紘
﹁﹃
浅
草
紅
団
﹄
ノ
ー
ト(

)

﹂
註
に
は
、﹁
弓
子
の
男
装
が
明
公
で
あ
る
こ
と
は
新
聞
連
載
当
時
の
読
者
は

28

︵
五
︶
の
昭
和
四
年
十
二
月
十
七
日
掲
載
分
で
見
当
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
太
田
三
郎
の
挿
絵
は
男
装
の
弓
子
を
描
い

て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹂
と
あ
る
。
ま
た
、
十
重
田
裕
一
は
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
新
聞
・
挿
絵
・
映
画
︱
︱
川
端
康
成
の
連
載
小
説
の
方
法(

)

﹂
で
、

29

太
田
の
挿
絵
が
﹁
映
画

の
絵
コ
ン
テ
や
漫
画
の
コ
マ
を
想
起
さ
せ
る
﹂
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
見
解
を
示
す
。

﹁
三
﹂
の
挿
絵
で
は
、﹁
断
髪
の
美
し
い
娘
﹂
が
、
ピ
ア
ノ
の
前
に
座
っ
て
振
り
向
く
艶
め
か
し
い
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
続
く
﹁
四
﹂
で

は
﹁
ピ
ア
ノ
娘
と
双
子
と
し
か
思
へ
な
い
若
者
﹂
が
自
転
車
で
隅
田
公
園
を
颯
爽
と
走
る
姿
が
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
で
、﹁
五
﹂
で
は
自
転
車

を
降
り
た
﹁
若
者
﹂
が
﹁
昭
和
三
年
二
月
復
興
局
建
造
の
言
問
橋
﹂
の
欄
干
の
脇
に
立
つ
姿
が
フ
ル
シ
ョ
ッ
ト
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
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﹁
若
者
﹂
は
、
男
装
し
た
弓
子
で
あ
っ
た
。
作
中
で
仮
装
を
繰
り
返
す
弓
子
の
行
動
は
、
文
章
だ
け
で
は
捉
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
一
連
の
挿
絵
は
、﹁
ピ
ア
ノ
娘
﹂
の
弓
子
が
自
転
車
に
乗
る
﹁
若
者
﹂
に
変
装
し
、
隅
田
公
園
か
ら
言
問
橋
に
至
る
ま
で
の

動
き
を
、
時
間
の
流
れ
に
従
っ
て
視
覚
化
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

﹁
フ
ル
シ
ョ
ッ
ト
﹂﹁
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
﹂
と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
十
重
田
は
映
像
の
コ
マ
と
し
て
挿
絵
を
捉
え
て
い
る
。
一
連

の
挿
絵
を
映
画
フ
ィ
ル
ム
に
見
立
て
る
こ
と
で
、
読
者
は
弓
子
の
変
装
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
。
網
野
の
指
摘
よ
り
も
具
体
的

で
あ
り
、
映
画
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
解
釈
は
興
味
深
い(

)

。
た
だ
し
、
網
野
の
指
摘
は
言
葉
不
足
で
あ
り
、
十
重
田
の
考
察
は
、
映
像
の
表
現

30

手
法
へ
の
言
及
が
不
十
分
だ
。

網
野
の
﹁
太
田
三
郎
の
挿
絵
は
男
装
の
弓
子
を
描
い
て
い
る
﹂
と
い
う
指
摘
は
、
挿
絵
の
人
物
を
﹁
男
装
の
弓
子
﹂
と
捉
え
た
根
拠
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
判
断
材
料
が
顔
立
ち
の
相
似
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
語
り
手
の
﹁
双
児
﹂
と
い
う
推
測
の
域
を
出
な
い
。
﹁
後
か
ら
自
転
車

が
二
つ
私
を
追
ひ
越
し
た
︱
︱
そ
の
一
人
の
若
者
が
あ
の
娘
に
そ
つ
く
り
な
の
は
、
双
児
か
﹂︵
﹁
三
﹂
︶
や
、﹁
ピ
ア
ノ
娘
と
双
児
と
し
か
思
へ

な
い
若
者
﹂
の
﹁
あ
か
だ
ら
け
の
顔
に
︱
︱
耳
だ
け
が
貝
細
工
の
飾
り
の
や
う
に
綺
麗
だ
﹂︵
﹁
四
﹂
︶
を
受
け
て
、
似
た
顔
立
ち
の
人
物
を
描
い

た
挿
絵
だ
と
解
釈
し
得
る
か
ら
だ
。
十
重
田
の
﹁﹁
ピ
ア
ノ
娘
﹂
の
弓
子
が
自
転
車
に
乗
る
﹁
若
者
﹂
に
変
装
し
、
隅
田
公
園
か
ら
言
問
橋
に
至

る
ま
で
の
動
き
を
、
時
間
の
流
れ
に
従
っ
て
視
覚
化
し
て
示
し
て
い
る
﹂
と
い
う
考
察
も
ま
た
、﹁
双
児
と
し
か
思
へ
な
い
﹂
と
い
う
言
葉
の
拘

束
性
が
、
読
者
の
読
み
を
指
示
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
琴
を
弾
く
娘
や
毬
を
売
る
少
女
と
弓
子
︵
こ
こ
で
は
ピ
ア
ノ
娘
︶
が

﹁
そ
つ
く
り
﹂
で
あ
る
こ
と
と
、
弓
子
と
青
年
の
﹁
若
者
が
あ
の
娘
に
そ
つ
く
り
な
の
は
、
双
児
か
﹂
は
、﹁
双
児
か
﹂
に
よ
っ
て
差
別
化
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
フ
ィ
ル
ム
的
連
続
性
に
則
り
﹁
そ
つ
く
り
﹂
と
﹁
双
児
﹂
と
を
同
列
に
読
み
、
変
装
と
い
う
答
え
を
導
き
出
す
の
は
、

弓
子
の
変
装
が
確
か
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
成
立
す
る
解
釈
に
思
え
る
。
そ
も
そ
も
、
場
面

シ

ー

ン

の
転
換
に
際
し
て
人
物
が
交
代
す

る
こ
と
に
不
思
議
は
な
く
、
弓
子
と
﹁
若
者
﹂
と
を
同
一
人
物
と
解
す
決
め
手
と
は
な
り
難
い
。
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語
り
手
の
﹁
双
児
﹂
と
い
う
憶
測
に
よ
っ
て
、
顔
立
ち
の
相
似
性
に
よ
る
判
断
は
不
可
能
で
あ
る

う
え
に
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
挿
絵
は
ス
ケ
ッ
チ
風
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
の
﹁
人
物
ス
ケ
ツ
チ
に
於
け

る
省
略
簡
化
﹂
で
、
太
田
は
﹁
場
合
に
依
つ
て
は
目
鼻
を
付
け
な
く
と
も
差
支
へ
無
い
﹂
と
ま
で
書

い
て
い
る
。
実
際
目
鼻
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
顔
立
ち
の
類
似
は
見
落
し
難
い
特
徴
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、﹁
三
﹂
と
﹁
五
﹂
の
二
人
の
顔
立

ち
以
外
の
共
通
性
へ
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
ポ
ー
ズ
の
反
復
だ
。

﹁
三(Ⅲ

)

﹂
の
弓
子
は
、
ピ
ア
ノ
に
軽
く
も
た
れ
掛
り
、
右
手
は
伸
ば
し
鍵
盤
に
、
左
手
は
曲
げ
た
肘
を

鍵
盤
に
置
い
て
い
る
。
右
下
の
方
へ
首
を
傾
げ
て
い
る
。
﹁
五(Ⅳ

)

﹂
の
明
公
︵
弓
子
︶
も
ま
た
、
伸
ば
し

た
右
手
で
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
持
ち
、
曲
げ
た
左
手
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
。
首
は
や
は
り
右
下

へ
傾
げ
ら
れ
、﹁
三
﹂
の
弓
子
と
同
じ
ポ
ー
ズ
で
立
っ
て
い
る
。
﹁
三
﹂
と
﹁
五
﹂
の
、
場
面
・
服
装

の
差
異
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ズ
の
共
通
性
、
ひ
い
て
は
人
物
の
同
一
性
・
同
質
性
が
強
調
さ
れ
る
仕
組

み
だ
。
顔
立
ち
の
相
似
性
や
、
フ
ィ
ル
ム
的
な
連
続
性
よ
り
も
、
直
観
的
な
表
現
で
あ
る
。

弓
子
の
変
装
・
変
身
を
表
現
し
た
方
法
は
、
弓
子
の
更
な
る
変
身
を
描
く
場
面
に
も
繰
り
返
さ
れ

る
。﹁
十
七(Ⅴ

)

﹂
の
挿
絵
は
、﹁
腹
を
さ
つ
と
一
文
字
に
切
つ
て
ま
だ
血
の
温
か
い
皮
を
く
る
〳
〵
と
﹂

と
画
中
に
文
章
を
引
い
て
は
い
る
が
、
内
容
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
回
に
老
婆
と
若
い
女
は
登
場

し
な
い
か
ら
だ
。
老
婆
が
磨
ぐ
出
刃
包
丁
が
、
こ
の
回
に
登
場
す
る
刃
物
好
き
の
梅
吉
や
、
梅
吉
の

持
つ
カ
ミ
ソ
リ
と
つ
な
が
る
程
度
で
あ
る
。
老
婆
は
裸
で
寝
そ
べ
る
女
の
方
を
見
て
お
り
、
女
の
﹁
腹
を
さ
つ
と
一
文
字
に
切
﹂
ろ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

老
婆
と
若
い
女
の
挿
絵
に
潜
在
す
る
意
味
は
、﹁
二
十
七
﹂
ま
で
読
み
進
め
た
時
は
じ
め
て
顕
在
化
す
る
。
浅
草
に
伝
わ
る
三
種
類
の
﹁
姥
が
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池
の
縁
起
﹂
は
、﹁
心
猛
き
姥
﹂
と
﹁
姥
に
似
合
は
ぬ
、
み
め
よ
い
娘
﹂
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、
挿

絵
と
合
致
す
る
。
一
つ
目
の
縁
起
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
娘
を
﹁
美
し
う
か
ざ
り
て
、
道
行
く

人
を
出
迎
へ
こ
の
家
に
誘
ひ
て
、
石
の
枕
を
さ
せ
て
︵マ

マ

作
者
、
九
字
削
る(

)

︶
小
夜
更
け
旅
人
の
熟
睡

31

せ
し
こ
ろ
を
計
り
て
、
予
て
上
よ
り
つ
る
し
あ
る
石
の
小
綱
を
切
り
て
落
し
﹂
男
の
身
ぐ
る
み
を
は

い
だ
う
え
、
死
体
を
池
に
捨
て
る
と
い
う
も
の
だ
。
老
婆
の
包
丁
は
﹁
小
綱
﹂
を
切
る
た
め
の
も
の
。

寝
そ
べ
る
女
は
男
と
添
寝
を
し
て
お
り
、
老
婆
は
綱
を
切
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
る
の
だ
。

絵
画
的
ポ
ー
ズ
と
も
い
え
る
寝
そ
べ
る
姿
は
、﹁
十
八(Ⅵ

)

﹂
で
た
だ
ち
に
反
復
さ
れ
る
。
弓
子
は
、
紅

丸
︵
舟
︶
の
中
﹁
足
を
あ
ぶ
り
な
が
ら
眠
つ
て
し
ま
つ
た
姿
﹂
で
、
姉
の
仇
で
あ
る
赤
木
を
待
ち
受

け
て
い
た
。
仰
向
け
で
、
乳
房
を
強
調
し
、
肘
を
曲
げ
頭
に
触
れ
る
弓
子
は
、﹁
十
七
﹂
の
若
い
女
と

同
じ
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
こ
の
反
復
に
示
さ
れ
た
﹁
姫
宮
﹂
と
弓
子
と
の
共
通
性
は
、﹁
二
十
七
﹂
の
語

り
に
お
い
て
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

姫
宮
が
石
の
枕
に
寝
た
と
い
ふ
と
こ
ろ
は
、
三
つ
と
も
同
じ
だ
。
︱
︱
だ
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
イ

ト
の
枕
に
寝
て
、
ま
た
舟
板
の
枕
に
寝
る
か
も
し
れ
な
い
弓
子
の
こ
と
か
ら
、
私
は
こ
の
伝
説

を
思
ひ
だ
す
の
だ
。

﹁
姥
が
池
の
縁
起
﹂
が
当
時
ど
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
﹁
浅
草

紅
団
﹂
の
重
要
な
仕
掛
け
で
あ
る
弓
子
の
変
身
が
、
挿
絵
に
描
か
れ
る
ポ
ー
ズ
の
反
復
に
表
象
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
や
が
て
読
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
伝
説
上
の
人
物
へ
の
変
身
さ
え
も
描
き
出
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す
挿
絵
に
お
い
て
、
顔
立
ち
の
相
似
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
挿
絵
は
﹁
双
児
と
し
か
思
へ
な
い
﹂
読

み
を
指
示
す
る
文
章
の
影
響
下
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

弓
子
が
寝
そ
べ
る
姿
で
赤
木
を
誘
い
込
む
挿
絵
は
、﹁
姥
が
池
の
縁
起
﹂
か
ら
の
連
想
だ
け
で
成
立

し
た
の
で
は
な
い
。
男
を
誘
う
、
寝
そ
べ
る
女
性
は
も
う
一
度
描
か
れ
る
。﹁
二
十
二(

Ⅶ
)

﹂
の
挿
絵
が
、

肘
枕
を
す
る
弓
子
の
姉
と
夜
這
い
を
し
か
け
る
赤
木
の
姿
を
描
く
。
語
り
手
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た

﹁
姥
が
池
の
縁
起
﹂
と
い
う
下
敷
は
、
弓
子
が
模
し
た
姉
の
寝
姿
で
も
あ
る
こ
と
を
、
挿
絵
が
示
し

て
い
る(

)

。
32

太
田
の
挿
絵
は
、
浅
草
の
風
景
を
視
覚
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
文
章
か
ら
は
知
り
え
な
い
情
報
を

発
信
し
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
読
み
落
と
し
が
ち
な
挿
絵
も
ま
た
重
要
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
挿
絵

を
読
み
解
く
こ
と
は
、
作
品
を
読
み
解
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
挿
絵
が
太

田
の
解
釈
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
は
考
え
難
い
。﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
挿
絵
に
関
す
る
言
葉
を
遺
し
て
は
い
な
い
川
端
で
あ
る
が
、
太
田
へ
筋
を
説

明
し
た
か
、
作
画
の
指
示
を
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。﹁
連
載
と
は
言
え
、
昭
和
四
年
の
十
二
月
十
二
日
に
第
一
回
が
出
、
翌
年
の

二
月
十
六
日
に
第
三
十
七
回
で
終
つ
た
の
だ
か
ら
、
二
ヶ
月
の
間
に
三
十
七
回
、
平
均
し
て
一
日
お
き
に
休
載
の
わ
け
だ
。
こ
れ
で
息
が
つ
け

た(

)

﹂
と
回
想
す
る
川
端
か
ら
は
、
太
田
が
先
を
読
み
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
執
筆
進
度
に
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。﹁
十
七
﹂
の
挿
絵
は
、

33小
説
の
構
想
が
急
遽
変
更
さ
れ
、
内
容
の
前
後
に
挿
絵
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
事
態
を
示
す
よ
う
に
も
見
え
る
。

六

先
進
社
版
﹃
浅
草
紅
団
﹄
で
は
、
川
端
が
校
正
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、﹁
十
四
﹂
の
﹁
テ
エ
ブ
ル
の
上
に
裸
の
人
形
を
の
せ
︵
中
略
︶
私
は
人
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形
と
い
つ
て
お
か
う
﹂
は
、﹁
テ
エ
ブ
ル
の
上
に
む
き
だ
し
の
女
の
子
を
の
せ
﹂
へ
と
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
書
き
換
え
か
ら
は
、
新
聞
連
載
時
、

検
閲
に
注
意
を
払
い
言
葉
が
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、﹁
十
四
﹂
に
添
え
ら
れ
た
挿
絵
は
、﹁
人
形
﹂
が
裸
の
女
性
で
あ
る

こ
と
を
描
い
た
も
の
だ
。
文
章
と
挿
絵
は
共
謀
し
て
、
表
現
を
達
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
単
行
本
化
に
際
し
た
文
章
の
書
き
換
え
は
、
こ
の

よ
う
な
文
章
と
挿
絵
と
の
関
係
を
解
消
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
単
行
本
に
収
め
ら
れ
た
五
葉
の
挿
絵
に
、
意
味
を
失
っ
た
﹁
十
四
﹂
の
挿
絵
は

選
ば
れ
な
か
っ
た
。
新
聞
で
大
き
な
役
割
を
果
し
た
弓
子
変
身
の
挿
絵
も
ま
た
削
除
さ
れ
た
。

弓
子
の
変
身
を
挿
絵
が
示
す
こ
と
は
、
新
聞
読
者
の
解
釈
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
日
々
消
費
さ
れ
る
新
聞
か
ら
、
書
棚
に
保
存
さ

れ
る
単
行
本
へ
と
メ
デ
ィ
ア
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
再
読
の
可
能
性
を
得
た
。
読
み
解
け
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
頁
を
溯
る
こ

と
が
で
き
る
。
飛
ば
す
こ
と
も
自
由
だ
。
そ
の
際
に
は
読
み
落
と
し
た
一
文
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
る
。
新
聞
と
は
読
ま
れ
方
の
異
な
る
単
行

本
な
ら
ば
、
内
容
を
解
釈
す
る
挿
絵
は
不
要
だ
と
、
言
語
表
現
を
重
視
し
た
川
端
は
判
断
を
下
し
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
先
進
社
版
の
太

田
の
挿
絵
は
、
作
品
世
界
を
想
像
す
る
糸
口
と
し
て
、
今
な
お
﹁
浅
草
紅
団
﹂
を
紐
解
く
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

﹁
浅
草
紅
団
﹂
本
文
・
挿
絵
の
引
用
は
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
い
た
。

註
︵

︶
川
端
康
成
﹃
浅
草
紅
団
﹄
中
公
文
庫
、
昭
和
五
六
︵
一
九
八
一
︶
年
一
二
月
。

１
︵

︶
弓
子
と
は
正
反
対
の
女
性
と
さ
れ
る
春
子
の
台
詞
、﹁
私
の
好
き
な
の
は
、
明
公
。
男
の
弓
子
さ
ん
﹂
が
﹁
三
十
三
﹂
に
あ
る
。

２
︵

︶
﹃
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
﹄
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
七
︵
一
九
八
二
︶
年
一
二
月
︵
初
出
﹁
本
の
窓
﹂
同
年
三
月
、
五
月

原
題
﹁﹃
浅
草
紅
団
﹄
上
・

３
下
﹂︶。

前
田
は
磯
田
の
誤
り
を
、
丸
括
弧
内
で
﹁
も
っ
と
も
、
磯
田
は
、
物
語
の
仕
掛
け
は
伏
せ
て
お
く
と
い
う
、
推
理
小
説
の
解
説
の
流
儀
を
ふ
ま
え
て
い
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る
の
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
好
意
的
に
補
足
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
磯
田
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
、
磯
田
光
一
﹃
近
代
の
感
情
革
命
︱
作
家
論
集
﹄︵
新
潮
社
、

昭
和
五
三
︵
一
九
七
八
︶
年
六
月
︶
中
の
﹁
川
端
康
成
﹃
浅
草
紅
団
﹄
解
説
︱
︱
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
開
花
﹂
で
は
、
該
当
箇
所
が
﹁
﹁ヽ

明ヽ

公ヽ

﹂ヽ

とヽ

いヽ

うヽ

少ヽ

年ヽ

を
通
じ
て
浅
草
の
リ
ア
ル
な
半
面
を
見
せ
ら
れ
る
﹂︵
傍
点
引
用
者
︶
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
換
え
が
磯
田
の
意
図
を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
る

か
は
不
明
。
明
公
を
弓
子
の
弟
と
す
る
先
行
研
究
に
は
、
片
岡
良
一
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
と
そ
の
作
者
﹂︵﹃
近
代
文
学
の
輪
郭
﹄
白
楊
社
、
昭
和
二
五
︵
一

九
五
〇
︶
年
一
一
月

初
出
﹃
説
林
﹄
同
年
一
〇
月

原
題
﹁
浅
草
紅
団
﹂︶
が
あ
る
。
片
岡
は
﹁
作
者
が
浅
草
の
不
良
少
女
と
し
て
伝
説
的
な
英
雄
で

あ
る
﹁
か
ら
た
ち
お
し
ん
﹂
に
浅
か
ら
ぬ
興
味
を
寄
せ
た
時
、
彼
女
は
彼
を
弟
に
早
朝
の
公
園
に
つ
れ
出
さ
せ
、
そ
こ
で
夜
を
明
か
し
た
淫
売
婦
を
目

撃
さ
せ
て
、
伝
説
の
ベ
エ
ル
を
引
き
は
い
だ
後
の
現
実
の
醜
い
す
が
た
を
は
つ
き
り
と
認
め
さ
せ
た
﹂
と
解
釈
し
た
。﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
展
開
に
な
ぞ
ら

え
た
文
脈
、
明
公
を
弓
子
の
弟
と
す
る
点
で
、
磯
田
と
一
致
す
る
。
磯
田
の
誤
読
の
典
拠
と
も
考
え
ら
れ
る
。
片
岡
の
解
釈
は
、
鈴
木
晴
夫
﹁
浅
草
紅

団
﹂︵﹃
川
端
康
成
研
究
﹄
八
木
書
店
、
昭
和
四
四
︵
一
九
六
九
︶
年
三
月
︶
に
否
定
さ
れ
る
。
鈴
木
は
﹁︵
前
略
︶
弓
子
は
、︵
中
略
︶
少
年
明
公
と
な
っ

て
、﹁
私
﹂
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。
／
こ
の
変
装
ぶ
り
は
、
時
に
読
者
を
も
ま
ど
わ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
た
と
え
ば
片
岡
良
一
は
、
明
公
を
弓
子
の
弟

と
み
な
し
て
い
る
﹂
と
し
、
先
の
片
岡
の
論
を
あ
げ
て
い
る
︵
参
考

石
川
巧

吉
田
秀
樹
編
﹃
川
端
康
成
作
品
論
集
成

第
二
巻
﹄
お
う
ふ
う
、
平

成
二
一
︵
二
〇
〇
九
︶
年
一
二
月
︶。

︵

︶
川
端
康
成
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
川
端
康
成
全
集
第
十
二
巻
﹄
新
潮
社
、
昭
和
四
五
︵
一
九
七
〇
︶
年
五
月

初
出
﹃
文
學
界
﹄
昭
和
二
六

４
︵
一
九
五
一
︶
年
五
月
︶。

︵

︶
川
端
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
つ
い
て
﹂︵
前
掲
︶
に
は
、﹁
発
表
と
同
時
に
注
目
さ
れ
た
作
品
は
、
や
は
り
﹁
浅
草
紅
団
が
初
め
て
で
あ
つ
た
か
も
し
れ
な

５
い
。
／
﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
素
材
そ
の
も
の
に
読
者
の
好
奇
心
を
そ
そ
つ
た
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
の
だ
ら
う
﹂﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
が
そ
の
こ
ろ
の
﹁
浅
草
流
行
﹂

を
作
つ
た
の
は
、
作
者
の
思
ひ
が
け
な
い
働
き
で
あ
つ
た
。︵
中
略
︶﹁
浅
草
紅
団
﹂
も
多
く
の
人
々
を
浅
草
に
誘
つ
た
﹂
等
の
記
述
が
あ
る
。﹁
浅
草
紅

団
﹂
に
登
場
す
る
カ
ジ
ノ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
の
、
元
文
芸
部
員
島
村
竜
三
に
回
想
さ
れ
る
客
入
り
の
悪
か
っ
た
カ
ジ
ノ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
が
突
如
込
み
出
し

た
日
の
こ
と
は
、
川
端
の
記
述
を
裏
付
け
る
。﹁
年
の
瀬
も
せ
ま
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
だ
。
カ
ジ
ノ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
の
入
り
口
に
、
め
ず
ら
し
く
人
が
集

ま
っ
て
来
た
。︵
中
略
︶
意
外
な
こ
と
に
レ
ビ
ュ
ー
を
見
に
来
た
の
だ
と
い
う
。
島
村
氏
は
耳
を
疑
っ
た
。
ま
っ
た
く
前
代
未
聞
の
出
来
事
だ
。
／
川

端
さ
ん
の
連
載
小
説
﹁
浅
草
紅
団
︵
く
れ
な
い
だ
ん
︶
に
、
カ
ジ
ノ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
の
こ
と
が
出
た
の
だ
。
そ
れ
で
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
小
屋
が
に
わ
か
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ら
し
い
﹂︵﹃
読
売
新
聞
﹄
昭
和
四
四
︵
一
九
六
九
︶
年
一
月
六
日
夕
刊
第
五
面
︶。
一
二
月
末
と
い
う
連
載
開
始
直
後
か
ら
、
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そ
れ
ま
で
閑
散
と
し
て
い
た
カ
ジ
ノ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
が
賑
わ
い
出
す
ほ
ど
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
は
注
目
さ
れ
た︵
﹁
カ
ジ
ノ
・
フ
オ
リ
イ
の
繁
盛
に
は
、
私
の
小
説
も
一
役
つ
と
め
た
﹂
︵
川
端

﹁
僕
の
浅
草
地
図
﹂
初
出
﹃
新
女
苑
﹄
昭
和
一
五
︵
一
九
四
〇
︶
年
七
月
︶

︶。

ま
た
、
武
田
麟
太
郎
の
エ
ッ
セ
イ
﹁
浅
草
・
余
り
に
浅
草
的
な
﹂︵﹃
中
央
公
論
﹄
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
三
月
︶
に
は
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
が
浅
草
に
住

む
人
々
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
様
子
が
描
か
れ
る
。﹁
今
、
浅
草
で
一
番
読
ま
れ
て
ゐ
る
小
説
は
何
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
浅
草
に
限
つ
て
の
は
な
し

だ
が
、
小
説
と
云
ふ
の
は
、
こ
な
い
だ
浅
草
の
騎
西
屋
で
出
版
記
念
会
を
や
つ
た
徳
永
直
の
﹁
太
陽
の
な
い
街
﹂
で
は
な
く
て
、
朝
日
の
夕
刊
に
連
載

さ
れ
て
ゐ
る
川
端
康
成
の
﹁
浅
草
紅
団
﹂
で
あ
る
。
車
夫
な
ん
か
、
あ
つ
し
た
ち
が
第
一
回
目
に
登
場
し
て
ま
つ
さ
、
と
威
張
つ
て
ゐ
る
。
す
べ
て
浅

草
で
生
活
し
て
ゐ
る
人
々
は
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
伝
へ
て
︵
こ
れ
は
春
秋
座
の
テ
ケ
ツ
の
言
葉
︶
愛
読
し
て
い
る
。
何
故
だ
ら
う
。
理
由
は
簡
単
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
彼
ら
の
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
場
所
の
こ
と
が
、
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
生
活
の
こ
と
が
、
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
人
物
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る

か
ら
だ
﹂
は
、
学
生
の
前
田
愛
よ
り
も
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い
と
推
測
さ
れ
る
読
者
に
も
、﹁
浅
草
紅
団
﹂
が
読
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る︵
浅
草
の
人
々
に
新
聞

が
読
ま
れ
る
様
子
は

﹁
浅
草
紅
団
﹂﹁
二
十
九
﹂
で
自
己
言
及
的
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
川
端
は
﹁
新
版
浅
草
案
内

記
﹂︵﹃
改
造
﹄
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
四
月
︶
で
、﹁
浅
草
・
余
り
に
浅
草
的
な
﹂
を
引
用
し
て
い
る

︶。

︵

︶
﹁
一
﹂
昭
和
四
︵
一
九
二
九
︶
年
一
二
月
一
二
日
、﹁
二
﹂
一
三
日
、﹁
三
﹂
一
四
日
、﹁
四
﹂
一
五
日
、﹁
五
﹂
一
七
日
、﹁
六
﹂
一
九
日
、﹁
七
﹂
二

６
〇
日
、﹁
八
﹂
二
一
日
、﹁
九
﹂
二
二
日
、﹁
十
﹂
二
五
日
、﹁
十
一
﹂
二
六
日
、﹁
十
二
﹂
二
九
日
、﹁
十
三
﹂
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
一
月
五
日
、﹁
十

四
﹂
八
日
、﹁
十
五
﹂
一
〇
日
、﹁
十
六
﹂
一
一
日
、﹁
十
七
﹂
十
四
日
、﹁
十
八
﹂
一
六
日
、﹁
十
九
﹂
一
七
日
、﹁
二
十
﹂
一
九
日
、﹁
二
十
一
﹂
二
四
日
、

﹁
二
十
二
﹂
二
五
日
、﹁
二
十
三
﹂
二
八
日
、﹁
二
十
四
﹂
二
九
日
、﹁
二
十
五
﹂
三
一
日
、﹁
二
十
六
﹂
二
月
一
日
、﹁
二
十
七
﹂
二
日
、
﹁
二
十
八
﹂
四

日
、﹁
二
十
九
﹂
六
日
、﹁
三
十
﹂
七
日
、﹁
三
十
一
﹂
八
日
、﹁
三
十
二
﹂
九
日
、﹁
三
十
三
﹂
一
一
日
、﹁
三
十
四
﹂
一
三
日
、﹁
三
十
五
﹂
一
四
日
、﹁
三

十
六
﹂
一
五
日
、﹁
三
十
七
﹂
一
六
日
。

︵

︶
﹁
一
﹂
～
﹁
十
三
﹂
が
五
重
塔
、﹁
十
四
﹂
～
﹁
三
十
七
﹂
が
女
性
の
顔
。

７
︵

︶
川
端
康
成
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
続
稿
予
告
﹂︵﹃
改
造
﹄
昭
和
九
︵
一
九
三
四
︶
年
七
月
︶
に
﹁
私
は
先
進
社
版
の
﹁
浅
草
紅
団
﹂
を
校
正
し
て
以
来
、
こ

８
の
自
作
を
読
み
返
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
後
四
種
類
の
単
行
本
の
校
正
は
、
い
づ
れ
も
人
ま
か
せ
で
あ
つ
た
﹂
と
あ
る
。

︵

︶
十
重
田
裕
一
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
新
聞
・
挿
絵
・
映
画
︱
︱
川
端
康
成
の
連
載
小
説
の
方
法
﹂︵﹃
文
学
﹄
岩
波
書
店
、
平
成
二
五
︵
二
〇
一
三
︶
年
七

９
月
︶
は
、﹁
三
十
七
﹂
に
記
述
さ
れ
た
﹁
諸
君
も
﹁
朝
日
新
聞
﹂
の
写
真
入
り
記
事
で
御
覧
の
通
り
﹂
が
、﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
の
﹁
一
九
三
〇
︵
昭
和

五
︶
二
月
十
四
日
夕
刊
の
記
事
﹁
囲
か
れ
た
観
音
様
の
本
堂
﹂
で
あ
る
﹂
と
指
摘
す
る
。﹁
写
真
入
り
記
事
﹂
の
部
分
は
単
行
本
収
録
時
に
書
き
換
え
ら

れ
た
た
め
、﹁
新
聞
掲
載
時
で
は
、
新
聞
を
定
期
的
に
読
む
読
者
に
働
き
か
け
る
﹂
の
だ
が
﹁
単
行
本
で
は
こ
の
文
脈
は
有
効
で
は
な
く
な
る
﹂
こ
と
が

─ 139 ─



川
端
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。

︵

︶
﹃
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
﹄
学
灯
社
、
平
成
三
︵
一
九
九
一
︶
年
七
月
。

10
紅
野
は
﹁
こ
こ
︵﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄

引
用
者
︶
に
描
か
れ
た
三
十
七
点
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
風
俗
を
含
ん
だ
、
鋭
く
多
彩
な
タ
ッ
チ
は
、
作
品
と

内
部
構
造
と
も
呼
応
し
、
交
響
し
あ
っ
て
い
る
﹂
と
結
論
づ
け
る
。

︵

︶
近
い
も
の
に
は
﹁
新
街
頭
風
景
﹂︵﹃
川
端
康
成
全
集
第
二
十
六
巻
﹄
新
潮
社
、
昭
和
五
七
︵
一
九
八
二
︶
年
四
月

初
出
﹃
大
阪
毎
日
新
聞
﹄
昭
和

11
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
四
月
六
日
附
朝
刊
︶
の
﹁
第
十
七
回
の
光
風
会
展
覧
会
を
、
上
野
美
術
館
で
見
た
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
昭
和
五
年
二
月
一
日

か
ら
一
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
同
展
覧
会
︵﹁
光
風
会

年
史
﹂﹁
光
風
会

回
展
記
念
特
設
サ
イ
ト
﹂
h
ttp
://k
ofu
-k
ai.jp
/100/

平
成
二
七
︵
二
〇

102

100

一
五
︶
年
一
二
月
九
日
閲
覧
︶
に
は
、
太
田
も
出
品
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
開
催
期
間
は
﹁
浅
草
紅
団
﹂
連
載
終
盤
と
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
。
川

端
の
意
識
に
は
太
田
の
名
前
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
第
十
七
回
光
風
会
展
の
テ
ー
マ
は
﹁
復
興
の
東
京
﹂︵﹁
ポ
ス
タ
ー
一
覧
﹂﹁
光
風
会

回
展
記
念

100

特
設
サ
イ
ト
﹂
前
掲
︶
が
主
題
で
、
太
田
三
郎
の
挿
絵
の
要
素
に
通
ず
る
。
川
端
は
共
感
で
も
っ
て
語
っ
て
い
る
。

︵

︶
﹃
改
造
﹄
改
造
社
、
昭
和
九
︵
一
九
三
四
︶
年
九
月
。

12
︵

︶
出
版
年
月
を
付
す
。

13﹁
浅
草
紅
団
﹂︵
先
進
社
発
行
︶：
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
一
二
月
。

﹁
新
興
芸
術
派
文
学
集
﹂︵
改
造
社
﹁
現
代
日
本
文
学
全
集
﹂︶：
昭
和
六
︵
一
九
三
一
︶
年
四
月
。

﹁
浅
草
紅
団
﹂︵
春
陽
堂
﹁
日
本
小
説
文
庫
﹂︶：
昭
和
七
︵
一
九
三
二
︶
年
四
月
。

﹁
浅
草
紅
団
﹂︵﹁
改
造
文
庫
﹂︶：
昭
和
八
︵
一
九
三
三
︶
年
一
月
。

︵

︶
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、﹁
二
﹂
の
終
盤
﹁
そ
こ
で
、﹁
と
あ
る
路
次
﹂
と
は
︱
︱
︵
以
下
略
︶﹂
か
ら
最
後
ま
で
、﹁
三
﹂
～
﹁
九
﹂
で
あ
る
。
弓

14
子
の
変
装
の
挿
話
が
﹃
モ
ダ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
円
舞
曲
﹄
か
ら
は
抜
け
落
ち
て
い
る
。

︵

︶
石
川
巧
﹁﹃
浅
草
紅
団
﹄
研
究
史
﹂︵
石
川
巧

吉
田
秀
樹
編
﹃
川
端
康
成
作
品
論
集
成

第
二
巻
﹄
前
掲
︶
は
、
長
谷
川
泉
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
即
物

15
詩
﹂︵﹁
川
端
康
成
全
集

月
報
６
︵
第
三
巻
付
録
︶﹂
新
潮
社
、
昭
和
四
四
︵
一
九
六
九
︶
年
九
月
︶
が
、﹃
モ
ダ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
円
舞
曲
﹄︵
春
陽
堂
︶

再
録
時
﹁
太
田
三
郎
の
挿
画
の
図
柄
が
書
き
変
え
ら
れ
て
い
る
事
実
﹂
を
指
摘
し
た
と
す
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
長
谷
川
は
﹁
先ヽ

進ヽ

社ヽ

版ヽ

の
﹁
浅
草
紅

団
﹂
に
も
太
田
三
郎
の
挿
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
の
挿
絵
は
数
が
少
な
く
、
か
つ
同
じ
場
面
を
描
い
て
も
、
図
柄
が
違
う
。
書
き
直
さ
れ
た
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も
の
で
あ
る
﹂︵
傍
点
引
用
者
︶
と
す
る
。

︵

︶
参
考
ま
で
に
谷
崎
潤
一
郎
を
あ
げ
て
お
く
。﹁
鮫
人
﹂
他
で
浅
草
を
書
い
た
谷
崎
は
、
昭
和
三
︵
一
九
二
八
︶
年
に
﹃
毎
日
新
聞
﹄
へ
﹁
蓼
喰
ふ
虫
﹂

16
を
連
載
す
る
際
、
小
出
楢
重
を
挿
絵
画
家
と
し
て
指
定
し
た
。
明
里
千
章
﹁
谷
崎
は
小
出
楢
重
を
い
つ
意
識
し
た
か
﹂︵﹃
小
出
楢
重
と
谷
崎
潤
一
郎

小
説
﹁
蓼
喰
ふ
虫
﹂
の
真
相
﹄
春
風
屋
社
、
平
成
一
八
︵
二
〇
〇
六
︶
年
一
〇
月
︶
で
は
、﹁
新
潮
社
一
社
の
例
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
売
れ
っ
子
作
家

谷
崎
は
自
著
の
装
丁
・
挿
絵
画
家
を
︵
大
正
八
︵
一
九
一
九
︶
年
の
﹃
近
代
情
痴
集
﹄
～
大
正
一
三
︵
一
九
二
四
︶
年
に
は

引
用
者
︶
指
定
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
﹂
と
さ
れ
る
。
谷
崎
は
事
あ
る
ご
と
に
小
出
の
挿
絵
を
回
想
し
、
川
端
と
は
対
照
的
だ
。
谷
崎
の
例
は
﹃
毎
日
新

聞
﹄
で
あ
る
た
め
、﹃
朝
日
新
聞
﹄
と
は
事
情
が
異
な
る
は
ず
だ
が
、
挿
絵
画
家
を
決
定
し
た
の
は
新
聞
社
側
で
は
な
い
か
。
川
端
自
身
は
、
連
載
を
書

く
に
い
た
る
経
緯
を
知
ら
な
い
︵﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
つ
い
て
﹂
前
掲
︶。
挿
絵
画
家
の
決
定
に
も
不
干
渉
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

︵

︶
参
考
﹁
太
田
三
郎
﹂︵﹁
東
京
文
化
財
研
究
所
﹂
h
ttp
://w
w
w
.tob
u
n
k
en
.g
o.jp
/m
aterials/b
u
k
k
o/9207.h
tm
l
平
成
二
七
︵
二
〇
一
五
︶
年

17
七
月
一
一
日
閲
覧
︶、﹁
著
者
略
歴
﹂︵
太
田
三
郎
﹃
女
﹄
黎
明
書
房
、
昭
和
三
二
︵
一
九
五
七
︶
年
一
二
月
︶。

︵

︶
﹃
読
売
新
聞
﹄
昭
和
二
︵
一
九
二
七
︶
一
月
六
日
朝
刊
第
四
面
。

18
︵

︶
海
野
弘
﹁
川
端
康
成
﹃
浅
草
紅
団
﹄﹂︵﹃
モ
ダ
ン
都
市
東
京

日
本
の
一
九
二
〇
年
代
﹄
中
公
文
庫
、
昭
和
六
三
︵
一
九
八
八
︶
年
四
月

初
出
﹃
モ

19
ダ
ン
都
市
東
京
﹄
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
八
︵
一
九
八
三
︶
年
一
〇
月
︶
で
は
﹁
竹
久
夢
二
の
よ
う
な
女
性
さ
し
マ

マ

絵
を
多
く
描
い
た
﹂
と
表
現
さ
れ
る
。

︵

︶
富
士
子
﹁
画
家
の
夫
婦
生
活
を
語
る
太
田
三
郎
氏
﹂︵﹃
婦
女
界
﹄
昭
和
四
︵
一
九
二
九
︶
年
九
月
︶
に
お
け
る
、﹁
香
気
高
い
挿
絵
﹂
と
し
て
の
太
田

20
評
よ
り
。

︵

︶
﹃
鉛
筆
淡
彩

ス
ケ
ツ
チ
画
法
﹄
富
田
文
陽
堂
、
大
正
七
︵
一
九
一
八
︶
年
六
月
。

21
︵

︶
﹁
七
﹂
は
、﹁
私
﹂
が
男
と
見
間
違
え
た
男
の
な
り
を
し
た
女
を
、﹁
厭
ら
し
く
女
だ
﹂
と
表
現
す
る
と
、
挿
絵
は
、
胸
元
の
は
だ
け
た
女
性
を
描
く
。

22
太
田
の
﹁
乳
房
の
女
神
﹂︵
﹃
性
崇
拝
﹄
黎
明
書
房
、
昭
和
六
一
︵
一
九
八
六
︶
年
一
一
月
復
刻

黎
明
書
房
、
昭
和
三
一
︵
一
九
五
六
︶
年

﹁
乳
房
と
腰
﹂︵﹃
女
﹄
黎
明
書
房
、
昭
和
三
二
︵
一
九
五
七
︶
年
一
二
月
︶
で
も
同
様
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る

︶に
は
﹁
乳
房
は
、
そ
れ
が
﹁
女
﹂
で
あ
っ
た
﹂
と
の
記
述
が
あ
る
。

ま
た
、﹃
名
作
挿
絵
全
集

第
二
巻
﹄︵
平
凡
社
、
昭
和
一
〇
︵
一
九
三
五
︶
年
八
月
︶
に
選
出
さ
れ
た
﹃
太
閤
記
﹄
で
も
﹁
女
た
ち
も
さ
か
ん
に
甘
く

軟
か
く
な
つ
て
、
上
役
、
目
附
の
見
境
ひ
な
く
、
し
な
だ
れ
か
ゝ
た
﹂
の
場
面
の
挿
絵
に
胸
元
の
は
だ
け
た
女
性
を
描
い
て
い
る
。﹁
七
﹂
の
挿
絵
は
太

田
の
女
性
性
を
強
調
す
る
考
え
の
も
と
に
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。﹁
十
四
﹂
は
、
文
章
で
﹁
人
形
と
い
つ
て
お
こ
う
﹂
と
し
た
も
の
が
、
裸
の
女
性
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。﹁
二
十
八
﹂
は
、﹁
小
説
で
は
そ
の
菓
子
の
名
を
な
ぞ
と
し
よ
う
﹂
と
書
い
た
と
こ
ろ
を
、
挿
絵
で
は
﹁
そ
の
菓
子
屋
の
あ
た
り
﹂
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と
文
字
を
加
え
、
建
物
を
描
い
た
。

︵

︶
﹁
十
三
﹂
は
、
梅
吉
が
見
た
光
景
を
描
き
、
闇
の
中
に
見
て
い
る
梅
吉
の
目
が
浮
か
ん
で
い
る
。
同
様
の
手
法
は
﹃
名
作
挿
絵
全
集

第
二
巻
﹄︵
前

23
掲
︶
に
選
出
さ
れ
た
﹃
太
閤
記
﹄
で
も
見
ら
れ
る
。﹁
チ
ラ
と
木
村
常
陸
介
の
目
付
を
思
い
出
し
た
﹂
の
部
分
に
添
え
ら
れ
た
挿
絵
に
も
、
闇
に
浮
か
ぶ

目
が
描
か
れ
る
。﹁
十
七
﹂
後
述
。﹁
十
九
﹂
異
時
同
図
。﹁
二
十
﹂
異
時
同
図
。﹁
二
十
五
﹂、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
手
法
か
。

そ
の
他
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
太
田
の
作
品
傾
向
や
影
響
関
係
を
検
討
し
た
い
。

︵

︶
﹁
第
一
篇
﹂
の
太
田
の
挿
絵
は
、
六
葉
中
四
葉
の
背
景
が
白
抜
き
。

24
︵

︶
カ
ッ
ト
は
、
一
～
三
が
丸
テ
ー
ブ
ル
に
肘
を
つ
く
断
髪
の
女
性
。
四
、
五
は
町
並
と
富
士
山
の
影
︵
地
下
鉄
タ
ワ
ー
か
ら
見
え
る
風
景
︶。

25
︵

︶
川
端
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
つ
い
て
﹂︵
前
掲
︶。

26
︵

︶
海
野
弘
﹁
川
端
康
成
﹃
浅
草
紅
団
﹄﹂︵
前
掲
︶
の
指
摘
に
は
、﹁
私
︵
語
り
手
の
人
称

引
用
者
︶
が
都
市
を
旅
し
て
ゆ
く
。
私
が
都
市
を
散
歩
す
る

27
こ
と
が
、
読
者
に
都
市
を
説
明
し
、
案
内
し
て
ゆ
く
こ
と
で
も
あ
る
と
い
う
の
が
、
二
〇
年
代
の
都
市
文
学
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
頻
出

し
た
東
京
繁
昌
記
も
の
と
都
市
小
説
は
共
通
し
た
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
る
。
私
＝
都
市
遊
歩
者
の
狂
言
ま
わ
し
に
よ
っ
て
、
読
者
は
都
市
へ
と
誘
わ

れ
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
小
説
の
距
離
は
き
わ
め
て
近
い
も
の
に
な
る
﹂
が
あ
る
。
都
市
文
学
﹁
浅
草
紅
団
﹂
と
、
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
﹁
新興

東
京
名
所
﹂
の
類
似
性
は
﹁
私
﹂
の
人
称
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
二
作
品
の
執
筆
時
期
が
近
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
あ

る
。

︵

︶
﹃
立
教
大
学
日
本
文
学

第
六
十
五
号
﹄
立
教
大
学
日
本
文
学
会
、
平
成
三
︵
一
九
九
一
︶
年
三
月
。

28
︵

︶
﹃
文
学
﹄
岩
波
書
店
、
平
成
二
五
︵
二
〇
一
三
︶
年
七
月
。

29
︵

︶
大
正
末
期
に
は
、﹁
映
画
小
説
﹂﹁
誌
上
映
画
﹂
な
ど
、
映
画
を
小
説
化
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
た
。
四
角
の
挿
画
︵
ス
チ
ー
ル
写
真
︶
を
ス
ク
リ
ー

30
ン
に
見
立
て
、
活
動
弁
士
の
役
割
を
下
に
置
い
た
文
章
に
担
わ
せ
る
。
川
端
と
太
田
の
初
顔
合
わ
せ
で
あ
る
、
連
作
﹁
挿
絵
小
説

咲
竸
ふ
花
﹂
の
体
裁
は
、
角

書
が
﹁
挿
絵
小
説
﹂
で
あ
る
だ
け
に
、
挿
絵
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
上
部
に
四
角
の
挿
絵
が
あ
り
、
下
部
に
設
け
ら
れ
た
挿
絵
の
半
分
程
度
の
ス

ペ
ー
ス
に
文
章
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
体
裁
は
、﹁
挿
絵

小
説

咲
竸
ふ
花
﹂
の
次
頁
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
誌
上

映
画

恋
の
凱
歌
﹂
と
同
じ
体
裁
で
あ
る
︵﹃
婦
女
界
﹄
大

正
一
四
︵
一
九
二
五
︶
年
一
月
︶。
ま
た
﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
三
作
前
に
﹃
朝
日
新
聞
﹄
で
連
載
さ
れ
た
の
は
﹁
映
画

小
説

人
間
﹂
で
あ
る
︵
参
考
﹃
朝
日
新
聞
連

載
小
説
の

年
﹄
朝
日
新
聞
社
、
平
成
一
二
︵
二
〇
〇
〇
︶
年
一
月
︶。﹁
浅
草
紅
団
﹂
の
挿
絵
に
、
映
画
の
影
響
を
見
る
の
な
ら
ば
、﹁
映
画
小
説
﹂﹁
誌
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上
映
画
﹂
の
表
現
を
経
た
挿
絵
表
現
・
作
品
受
容
を
視
野
に
入
れ
た
い
。

︵

︶
先
進
社
版
﹃
浅
草
紅
団
﹄
で
は
﹁
添
い
臥
し
を
な
さ
し
め
、﹂
と
あ
る
。

31
︵

︶
寝
そ
べ
る
ポ
ー
ズ
は
こ
の
後
︵﹃
改
造
﹄︵
昭
和
五
︵
一
九
三
〇
︶
年
九
月
︶
で
は
﹁
６
﹂、
先
進
社
単
行
本
で
は
﹁
五
十
七
﹂
︶、
春
子
に
よ
っ
て
反
復

32
さ
れ
る
。
挿
絵
で
は
、
黒
を
基
調
と
し
た
弓
子
と
対
比
的
に
、
白
を
基
調
と
し
て
描
か
れ
た
春
子
は
、
眠
り
か
ら
覚
め
た
後
に
﹁
ど
ん
な
女
よ
り
も
、

ど
こ
か
が
よ
り
多
く
女
で
あ
る
﹂︵﹁
二
十
九
﹂︶
女
へ
と
変
身
す
る
。
赤
木
を
殺
害
し
、
女
へ
の
変
身
を
拒
ん
だ
弓
子
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
雑
誌
掲
載

の
た
め
、
挿
絵
は
な
い
。
太
田
は
昭
和
二
︵
一
九
二
七
︶
年
の
光
風
会
展
ポ
ス
タ
ー
で
寝
そ
べ
る
ポ
ー
ズ
の
女
性
を
ス
ケ
ッ
チ
風
に
描
い
て
い
る
︵﹁
ポ

ス
タ
ー
一
覧
﹂﹁
光
風
会

回
展
記
念
特
設
サ
イ
ト
﹂
前
掲
︶。
太
田
が
得
意
と
し
た
構
図
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

100

︵

︶
﹁﹁
浅
草
紅
団
﹂
に
つ
い
て
﹂︵
前
掲
︶。

33﹁
川
端
家
に
遺
さ
れ
て
ゐ
る
来
簡
の
う
ち
か
ら
、
重
要
と
思
は
れ
る
も
の
を
選
ん
﹂
だ
と
い
う
﹃
川
端
康
成
全
集

補
巻
二
﹄︵
新
潮
社
、
昭
和
五
九
︵
一

九
八
四
︶
年
五
月

引
用
は
﹁
解
題
﹂︶
に
は
、
太
田
の
書
簡
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
太
田
は
﹁
挿
絵
画
家
み
づマ
マ

か
ら
が
解
釈
し
た
本
文
の

内
容
を
絵
画
の
可
能
性
が
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
、
自
由
に
そ
れ
を
表
現
す
べ
き
で
あ
る
﹂︵﹁
現
代
も
の
雑
抄
﹂
太
田
三
郎

木
村
荘
八

中
村
岳
陸

﹃
挿
絵
の
描
き
方
﹄
崇
文
堂
出
版
、
昭
和
九
︵
一
九
三
四
︶
年
五
月
︶
こ
と
を
主
張
し
た
画
家
で
あ
る
た
め
、
太
田
の
解
釈
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
き

れ
な
い
。

︵
博
士
前
期
課
程
︶

─ 143 ─


